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 １日（土）に、セシリアホールで「第１４回洋野町読書感想文･少年少女詩歌 

コンクール」の表彰式が行われ、各部門の最優秀賞を受賞した子ども達への賞状 

が林 剛敏教育長さんから授与されました。〔受賞者名などは、10 月 25 日発行の 

校報 1243 号と、115 日発行の校報 1280 号で紹介済みです。〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校報 № １２９４ 
 元年度・第１５３号 

 

 

 

 

 

小学校中学年「詩」の部 

荒沢未来さん（３年） 
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小学校「俳句」の部 

低学年の部 杉下真輝さん（１年） 

中学年の部 北澤凛一さん（４年） 

高学年の部 澤口心和さん（６年） 

  

 

熊谷凪紗さん（６年） 
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各部の最優秀賞を受賞したみんなで記念撮影。（小学校低学年 

「川柳」の部で最優秀賞を受賞した、金澤はなさん（１年）は欠席） 
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今回の読書感想文･詩歌コンクール表彰式と教育振興大会 

でも、各地区から多くの保護者や地域の方々からご参加 

いただきました。保護者や地域の方々が進んで教育振興大会のような研修会に参加

する姿が、子ども達の学ぶ意欲や喜びを育んでいくのですね。記念講演で、オリンピ

ック金メダリストの金藤理絵さんは、夢を持つ意味を「壁にあたった時、それを乗り

越える糧になる。」と、話していました。大人が学ぶ姿や夢を語る大切を伝えた大変

示唆に富んだお話でした。今回の受賞者の元気な返事でも、学校・家庭、地域、スポ

少での充実した生活ぶりが伝わって来た、教育振興大会での種小っ子の姿でした。 

たくさんの保護者、地域の皆さんのご参加に感謝いたします。 



 

                                                  

 

 

１日（土）の『第１４回洋野町教育振興大会兼第１４回洋野町生涯学習 

推進大会』では、９名の子ども達と団体賞の教育振興会表彰を受けました。 

表彰された種小っ子の､受賞者にふさわしい元気な大きな返事に、今までのしっかりとした

学校生活や校外活動の様子が伝わって来ました。多くの町民でいっぱいとなった会場からも 

ひと際大きな拍手をいただきました。 〈今回､表彰された種小っ子（個人賞）と団体賞〉 

区  分 氏名（学年） 表彰内容（功績） 

奨 

励 

賞 

三本木悠仁さん（２） 
第３６回岩手県海の子絵画展小学校の部  

優秀賞 （岩手県漁業共済組合長賞も兼ねての受賞） 

澤村 透吾さん（３） 第７２回岩手県芸術祭 美術部門 優秀賞 

舘野 心愛さん（３） 
第２０回未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール 

 第二管区海上保安部優秀賞 

磯﨑 元輝さん（３） 
第２０回未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール 

 海上保安協会八戸支部長賞 

北澤 凛一さん（４） 
第２０回未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクール 

 八戸海上保安部長賞 

大谷 成美さん（４） 
第３６回岩手県海の子絵画展小学校の部  優秀賞 

（日本漁船保険組合岩手県支所運営委員長賞も兼ねての受賞） 

洋野町立種市小学校 第３６回岩手県海の子絵画展 学校賞 

ス
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ー
ツ
振
興
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小山 翔大さん（５） 
平成３１年度岩手県少年･少女レスリング選手権大会 

 小学生５・６年の部 ＋４５㎏ 第１位 

糸坪  葵さん（５） 
平成３１年度岩手県少年･少女レスリング選手権大会 

 小学生５・６年の部 ４０㎏級 第２位 

續石 逞仁さん（５） 
平成３１年度岩手県少年･少女レスリング選手権大会 

 小学生５・６年の部 ２８㎏級 第３位 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回の教育振興大会では、種市実践区の事例発表も行いました。 

子ども達の情報端末使用実態や意識実態などを、実態アンケートや 

地区懇談会などの諸会議で話題となったことや、それに対処する 

学校や家庭の対応策などを発信しました。その他、本校の特色ある 

活動でもある、「支援する会」や「図書ボランティア･レインボー」 

さんの活動を、地域コーディネーターの役割と共に発信しました。 

 会場の皆さんは「死んだら生き返る」と答えた子どもが１９％も 

いる実態に衝撃を受けたようで、「わが子も心配」、「わが家の使用 

ルールをもう一度確認する」、「子どもの知識（端末機器の）に追い 

つかない」といった、声が聞こえてきました。「情報機器」の正しい 

接し方や使い方は地域、家庭、学校が最優先でしっかり取組む必要が 

ある事を、会場の全員が理解した良い事例発表でした。 

 

 

 

表彰式前の、やや

緊張気味な様子 

種市実践区の発表「情報メディアの上手な使い方」

Ｔ 


